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タイトル 

    温度変化による卓球ラバーの反発係数の違い 

 

概 要 

 卓球ラバーの温度を変えてラバーの温度と反発係数

の関係性を調べた。 
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             長崎県立大村高等学校３年 
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要旨  

部活で卓球をしているときに、夏と冬では球のはね方が違うことに気づき、その現象と原因

に疑問を持った。そこで、ラバーの表面温度によって反発係数がどのように変化するのかを、

ラバーの表面温度ごとの反発係数を音の間隔を測定して求めた。その結果から相関係数は

0.72394となり、ラバーの温度と球の反発係数には強い正の相関があることがわかった。 

したがって、温度上昇に伴って反発係数が高くなることが示唆された。 

 

1. 動機・研究目的  

部活で卓球をしているときに、夏と冬では球の跳ね方が違うことに気づき、その現象と原因

に疑問を持ち、ラバーの温度によって反発係数がどのように変化するのかを確認することを 

研究目的とした。 

 

2. 仮説  

ラバーを温めてボールを跳ねやすくする商品があるため、「温度が高いと反発係数も 

高く、温度が低いと反発係数も低くなる」という仮説を立てた。 

 

3. 準備物  

卓球ラバー（特厚）、卓球用ボール（yashima）、Wave Pad（音声編集ソフト）、恒温器 

 

4．実験  

恒温器を使ってラバーの温度を変え、机にラバーを置いて、非接触温度計でラバーの温度 

を測定した。真上から卓球のボールを手から放して落とし、3回バウンドさせた。ボールが 

はねた時の音の間隔を Wave Padで測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 非接触温度計でラバーの温度を測定       図２ 実験の様子 

 



反発係数は次のように求めた。 

‐v1=v1-gΔt1 

Δt1=
2𝑣𝑣1
𝑔𝑔
 

e=
𝑣𝑣2
𝑣𝑣1
より 

𝑣𝑣2=e𝑣𝑣1であるから 

Δt2=
2𝑒𝑒𝑣𝑣1
𝑔𝑔

                              

したがって e=
𝛥𝛥𝑡𝑡2
𝛥𝛥𝑡𝑡1

        

 

結果と考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図５ 反発係数とラバーの温度の関係 

温度が高くなるほどラバーが柔らかくなり、弾性力が大きくなるため、反発係数も高くなる。 

 

7. 結論  

温度が高くなるほど反発係数が高くなるようだ。 

 

8. 展望  

設定する温度の範囲を広げ、実験回数を増やす。 
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図３ 球の反発の様子 

相関係数を計算すると、 

0.72394になった。 

この結果から、温度上昇に伴い

反発係数はかなり増加傾向にあ

るようだ。 

Wave Padの見方 Δt1 Δt2

 
図４ Wave Pad 

図３のΔt1 とΔt2 は Wave Pad では

このように表される。 

Δt1 Δt2 
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